
祗園音ネクタイ展示風景

京都ブライトンホテル
クリスマスイルミネーション風景

フンドシのデザインミーティング風景

っています。この「祗園音」との取り組みは、京都造形芸術大学
としても新しい教育モデルが構築できた取り組みとなり、企業に
とっても新しいビジネスモデルの構築が出来たと評価を頂いて
おります。
　今までの色々な取り組みの中で、企業の方々が本学に求めて
こられるものは、学生が持っている資源、つまり若い想像力や発
想力です。しかし、その想像力や発想力を生かし、今までに無い
商品の開発を目指す為には、既存の価値観を追いかけていては
意味が無いということを改めて感じました。もちろん商品の単
価や製作工程には視点をおかないといけませんが、今までに経
験したことの無い製造工程であってもあえてチャレンジしてみ
ることが次のステップに進む為にも大切であると思っています。
　学生も企業の方々から頂く提案に対して、積極的にかかわり
たいと考えている者が多く、相談案件に対してもお互いに満足
のいく結果が生まれています。また、本学の特徴かもしれません
が、一度連携を行った企業の方とは、一度だけの産学連携事業
ではなく、二度・三度と毎年続いています。学生達は、毎年約
600名入学してきますから、またあらたなアイディアが生まれて
くるのです。本学も積極的な企業の方々とは、長くお付き合いし
たいと考えています。

京都文藝復興倶楽部
　本学には、文化や芸術を通して京都の産業を活性化させよう
と京都造形芸術大学を母体として2002年1月に発足した異業
種交流組織「京都文藝復興倶楽部」があります。この組織は、産
業界・行政と密着な連携を構築することにより、学内の知的資源
を有効に活用し、現代社会が直面している諸課題について解決
の方向を提示し、大学の産学官連携を支える役割があります。
京都文藝復興倶楽部会員企業との受託事業を実施したり、本学
授業科目の「京都学」に講師として、「京都の持つ魅力や力」を
学生達や一般聴講の方に伝えていただいています。

今後の取り組み
　産学官連携を推し進めることで、学生自身が社会からの評価
を確認でき、学生の創作活動へのモチベーションの向上や在学
中から社会との繋がりを持つことで、即戦力となる人材の育成
など様々な副産物が得られると考えています。また、提案された
課題に対し若い斬新なアイディアで答えていくことはもちろん
のこと、学生達と一緒に取組むことで企業の方々の意識も変化
していきます。そして新しいビジネスの形が生まれだしていくこ
とが、我々の目的でもあり
ます。「大学に相談するに
はどこに相談して良いの
かわからない。」「こんな
ことを相談しても良いの
だろうか？」といった声も
よく聞きますが、若い学生
達の力が必要な場合は、
気軽にリエゾン室まで御
相談下さい。

京都造形芸術大学  リエゾン室
京都市左京区北白川瓜生山2-116
TEL：075-791-9124　FAX：075-791-9233
E-mail：liaison@office.kyoto-art.ac.jp

【お問い合せ先】
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Case introduction

お客様相談室事例紹介

TEL：075-315-8660　FAX：075-315-9091 
E-mail：okyaku@ki21.jp【お問い合せ先】

知的財産権が重要とよく聞くのですが、今考えている新しい方式の事業を自社独占にすべく「ビジネス特許」や「商標」が取れ
るでしょうか？

１．知的財産権（“知的所有権”とも呼ばれる）とは？
　知的財産権は、“人間による｢知的創造物｣や｢営業上の標識｣を独占的に利用する権利の総称”と言われています。
　具体的には、「特許権」、「実用新案権」、「意匠権」、「商標権」の他に、「著作権」、「商号権」、などがあります。したがって、知
的財産戦略は「特許」だけに拘るのでなく、自社の事業のあり方を見て有効と思われる権利を選択し、活用することが大切です。

２．ビジネス特許（“ビジネスモデル特許”とも呼ばれる）とは？
　我が国の特許法では対象となる発明を｢自然法則を利用した技術的思想の創作のうち高度なもの｣と定義していたので、従来
はビジネスの仕組みは対象となりませんでした。米国におけるソフトウエア特許保護強化（プロパテント政策と呼ばれる）の影響
を受け、わが国でも1975年頃から、コンピュータプログラムやソフトウエア特許の保護強化が随時図られるようになってきてい
ます。
　すなわち、新しいビジネスの仕組みであってコンピュータやインターネットを使ったもので、新規性と進歩性があれば、特許対
象となり得ます。（ただし、審査は厳しいようです。）

３．商標について
　特許を取れるような発明性がない場合には商品名で差別化を図ることも可能です。
　｢商標｣とは、文字、図形、記号、立体的形状（たとえば店頭に設置される人形など）や、これらの組合せ、これに色彩を加えたマー
クで、事業者が“商品”または“役務（サービス）”について使用するものをいいます。
　ただし何でも良いわけでなく、積極的登録要件（例えば普通に用いられている名称ではダメ等）があることなどの制約があり
ますが、これらをクリアし、先願がなければ登録が認められます。
　また、商標を付けて差別化を図っても販売が促進されるとは限りません。中身が肝要です。
　本年4月から、京都ブランド品など地域名と特産商品名からなる地域団体商標も、事業協同組合、商工組合などの地域団体に
限り登録が可能となりました。社団法人、商工会、株式会社等は登録できません。

４．特許は技術情報の宝庫
　知的財産権は自社が独占的に実施することに目が行きがちですが、自社が他社の権利を侵害して賠償請求を要求されること
もあり、当該分野の権利関係を日頃からよく調査しておく必要があります。
　また、特許には技術情報がいっぱい詰まっており、自社が関係する技術分野の先行特許を調査すれば、日頃悩んでいることが
解決されていることがあります。ずばりのものが無くとも、ヒントが得られることがあると思われます。インターネットの“特許電
子図書館”で検索が可能です。

お客様相談室に寄せられたＱ＆Ａの中から、共通性が高く重要と思われるものをご紹介します。
今月も先月に引続き知的財産権に関する内容です。

Q

A

京都府産業支援センター
お客様相談室（総合相談窓口）
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Lease & Rental of Equipment

設備貸与制度

　企業が必要な設備を導入しようとされる時、希望される設備を財団が代わってメーカーやディーラーから購入して、
その設備を長期かつ低利で割賦販売またはリースする制度です。

原則、従業員20人以下（ただし、商業・サービス業等は、5名以下）の企業ですが、最大50名以下の方も利用可能です。

区　分

対象企業

対象設備

対象設備の金額

割賦期間及び
リース期間

割賦損料率及び
月額リース料率

連帯保証人

割賦販売 リース

機械設備等（土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）

実績が１年以上あれば100万円～6,000万円まで利用可能です。

7年以内（償還期間）
（ただし、法定耐用年数以内）

3～7年
（法定耐用年数に応じて）

年2.50％（固定金利）
（設備価格の10％の保証金が契約時に必要です）

3年2.990％　4年2.296％　5年1.868％
6年1.592％　7年1.390％　

一定の要件を満たす連帯保証人が必要です。

割賦販売とリース、どちらにしますか?

それぞれの特徴をご理解のうえ、皆様に合った方をお選びください。

・完済まで財団に所有権があり、完済すると所有権が割賦企業に移転します。

・償還は6ヶ月据え置きです。
・設備価格相当分は減価償却ができます。また、割賦損料部分は経費処理で
きます。
・償還期間が法定耐用年数以内であれば最長7年と長期であるため、月々の
償還負担が軽減できます。

・契約時に保証金として設備金額の10％を納付していただきます。
・財団を受取人とした損害保険（火災保険）をかけていただきます（保険料
は企業負担）。
・割賦設備の固定資産税を負担しなければなりません。
・維持管理費は負担していただきます。

・リース期間中及びリース期間終了後においても所有権は財団にあります（リ
ース期間満了後は、返還するか再リースするかを選択していただきます）。

・リース料は経費として全額経費処理できます（そのため、節税効果がありま
す）。
・減価償却、固定資産税、損害保険料の支払いなどは財団が負担します（管
理事務も不要）。
・契約時に自己資金が不要です。

・維持管理費は負担していただきます。
・リース期間中は、リース設備の更新及び中途解約はできません。
・リース期間満了後、ご希望により、原契約の1か月分のリース料で１年間の
再リース契約が可能です。再リースは何回でもできます。
・リース設備は再販可能なものに限ります。

所
有
権

メ
リ
ッ
ト

留
意
事
項
等

割　　賦 リ ー ス
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受注コーナー

発注コーナー

業種

No.

地 　 域
資 本 金
従 業 員

備　　考

（能力・特徴・経験・等）

主要加工
（ 生 産 ）
品　　目

加工内容 主要設備
月間の希望する

金額等

希望する

地域

話し合い

話し合い

話し合い

話し合い、
量産希望

話し合い

話し合い

試作品～
量産品

単品試作品～
小ロット

話し合い

関連設備一式

マシニングセンター、ＮＣ旋盤他

NetVistaA30P、PCG-XR9F、JetPro560、
CAD SUPER FX他

専用自動機

塗装ブース3500×3000×3600、乾燥
炉2340×2500×1800、粉体塗装機、ホ
イスト、フォークリフト他

縦型ＭＣ、フライス、成形平面研削盤、自動
プレス（25～80ｔ）、縦型スケールミル、タッ
ピング、投影機、ＣＡＤ／ＣＡＭ他

立型ＭＣ3台、汎用フライス4台、ＣＡＤ／Ｃ
ＡＭ1台、汎用旋盤1台他

組立・加工・配線用工具、チェッカー他

コンピューター、レーザープリンタ、スキャナ、
コピー他関連設備

半導体関連装置部品、包装
機部品等

パンフレット、カタログ、ＤＭ、
会社案内、ＨＰ、広告企画

経験48験験 年　特にスカートが得意。
ちりめん生地を使用。当初はベ
ビー服～子供服～婦人服（現在）

経験２０数年　単純な作業、精
度を要求される作業、危険な
作業等の自動化に貢献します。

経験33年

材料自己調達、
運搬可能

経験30年　お客様のニーズを取り入れた
金型の設計製作から金型の部品加工また
機械加工においても全て内部で行います。

運搬可能

経験32年　性能・ノイズ対策を
考えた組立、短納期に対応、各
種電子応用機器組立経験豊富

製品をいかにうまくユーザーにコミュニケー
トするかを、高品質なデザイン制作＆マーケティ
ング戦略の問題解決策を低価格でご提案。

京都府内

京都・滋賀・
大阪

不問

京都・滋賀・
大阪

京都府南部
地域・滋賀県

京都府内

京都・滋賀・
大阪

京都府内

不問

京都市東山区
個人
2名

京都市南区
600万円
1名

京都府福知山市
個人
1名

京都府綾部市
500万円
11名

京都府宇治市
1000万円
3名

京都府久御山町
300万円
7名

京都市南区
300万円
5名

京都市伏見区
個人
1名

京都市中京区
1000万円
5名

繊－1

機－1

機－2

機－3

機－4

機－5

機－6

機－7

他－1

ステル・綿他）
ボトム関係（スカート・パン
ツ・婦人物）

産業用機械部品の小物ＭＣ加工（溶接加工対応可能）、ア
ルミ・ＳＵＳ・鉄他

省力自動化装置のＣＡＤ設計～製作～組立

車輌・工作機械等のピン・ボルト類の専用自動機での製作
（φ8～20、長さ25～120ｍｍ）両端タップ加工可能（Ｓ
ＵＳ・ＳＳ等ピン素材）

金属製品の粉体塗装・焼付け塗装

半導体関連装置部品・電機部品の精密機械加工・精密金
型設計製作（アルミ、ステン、鉄、銅他）

精密機械加工（アルミ、鉄、
ステン、チタン他）

ユニバーサル基板、ケース・ＢＯＸ加工組立配線、装置間ケー
ブル製作、プリント基板修正改造

製品の広告、デザイン、販促、
マーケティング等企画制作

業種

No.

地 　 域
資 本 金
従 業 員

加工内容発注品目
発注案件

希望地域必要設備 材料等 数量 金額 支払条件 備　考運　搬

１０～５０着／月

話合い

１０～100着／月

話合い

多品種小ロット
(1～100個）

話合い

話合い

話合い

話合い

話合い

関連設備一式

関連設備一式

汎用・ＮＣフライス、汎用・ＮＣ旋盤、
ＭＣ等関連設備一式

AutoCAD

関連設備一式

裁断～縫製～仕上

裁断～縫製

切削加工

不問

不問

近畿圏

近畿圏

不問

継続取引希望、内職加工先
持ち企業・特殊ミシン（メロー
がけ）可能企業を優遇

継続取引希望

材料支給無し、
継続取引希望

継続取引希望

材料支給無し、
継続取引希望

片持ち

発注側
持ち

受注側
持ち

受注側
持ち

受注側
持ち

25日〆
翌月10日支払

全額現金

月末日〆
翌月末日支払

全額現金

月末日〆翌月末日支払
10万円超手形
120日サイト

月末日〆翌月末日支払
10万円超手形
120日サイト

20日〆翌月15日支払
手形60％
１２０日サイト

京都市中京区
9600万円
130名

京都市右京区
10億7159万円
230名

京都市南区
1000万円
15名

京都市南区
1000万円
15名

大阪府守口市
4000万円
70名

繊－1

繊－2

機－1

機－2

機－3

ウェディングドレス

ウェディングドレス

自動化・省力化機械部品の切削加工・板金加工
（アルミ、鉄、ステン等）

自動化機械のAutoCADによる機械設計

ＬＰガス用バーナー
キャップ（真鍮）

受発注あっせんについて
このコーナーについては、産業振興部　マーケティング支援グループまでお問い合わせください。
なお、あっせんを受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。
マーケティング支援グループ　TEL.075-315-8590 （本情報の有効期限は6月10日までとさせていただきます）

－本コーナーに掲載をご希望の方は、上記マーケティング支援グループ（担当：廣田）までご連絡ください。掲載は無料です。－

Ordering Corner

受発注コーナー

15



買いたいコーナー

売りたいコーナー

No.

001

希望価格

話し合い

形式・能力等

メーカー：ＣＴＫ、ＳＰ３０００

機械名

ホットマーカー

機械名 形式・能力等 希望価格No.

東海スーパーリード両用縫着機

東海アロー框縫い機

東海機器工業（株）、サーボ１型、電子制御方式自動運転、
平成３年１０月製造、平成１４年７月操作盤交換

東海機器工業（株）、ＫＭ１型、表張器内蔵、Ｙ形本縫い、平成８年５月製造

30万円

45万5千円

001

002

遊休機械設備の紹介について
このコーナーについては、産業振興部　マーケティング支援グループまでお問い合わせください。
当財団のホームページにおいても掲載しています。
なお、紹介を受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。
マーケティング支援グループ　TEL.075-315-8590

＊財団は、申込みのあった内容を情報として提供するのみです。価格等取引に係る交渉は直接掲載企業と行っていただきます。

Idle Machinery & Equipment

遊休機械設備コーナー

Information

お知らせ

役職員異動のお知らせ
○  退任（平成18年3月14日付け） 
     ・奥  代  隆  志  （産業振興部　マーケティング支援グループ　主任）
○  退任（平成18年3月20日付け） 
     ・道  前  正  治  （理　　事）
○  退任（平成18年3月31日付け） 
     ・田  中  權  一  （産業振興部　担当課長）
     ・原  田  章  司  （産業情報部　ＩＴ推進グループ長）
     ・穂  滿  典  子  （お客様相談室　業務推進役）

○  新任（平成18年3月15日付け） 
     ・所  川  晋  吾   産業振興部　マーケティング支援グループ　主任
○  新任（平成18年4月1日付け） 
     ・板  倉  克  芳   理　　事
     ・園  田  範  之   産業情報部　ＩＴ推進グループ長
     ・田  中  光  男   産業情報部　主事（企業間交流推進グループ）
     ・大  西  　  隆   お客様相談室　業務推進役
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Company Profile

京都発Y我が社の強み

新産業創出の拠点として関西文化学術研究都市に立地する「京都府けいはんなベンチャーセンター」。
今回は、この一角に本社を置き、プリズムやレンズの超精密光学研磨を武器に売り出し中の若手企業、

有限会社HOC 代表取締役 北本篤史氏にお話を伺いました。

ものづくりのエキスパートが続々と登場！

ものづくりベンチャー支援セミナー
ものづくりのエキスパートが続々と登場！

ものづくりベンチャー支援セミナー

なぜ第2創業を？

夢を求めて・・・

DATA

京都府中小企業技術センター
企画情報室 情報・調査担当

【お問い合せ先】 TEL：075-315-9506　FAX：075-315-1551
E-mail：joho@mtc.pref.kyoto.jp

所 在 地

設 　 立
事業内容
TEL/FAX
U R L

有 限 会 社  H O C
代表取締役 北本 篤史 氏
（本社）　〒619-0237
京都府相楽郡精華町光台1-7
けいはんなﾌﾟﾗｻﾞｽｰﾊﾟｰﾗﾎﾞ棟1階106
（京大研究所）　〒615-8245
京都市西京区御陵大原1-36
京大桂ﾍﾞﾝﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞS03室
2004年4月1日
産業用光学部品の研究・開発・製造・販売
0774-94-2872
http://www.hoc.co.jp

　当社は、光学ガラスや金属、樹脂の精密研磨加工を主要事業

とし、各種分光・分析機器部品の製造を行っていた株式会社北

辰光器の社内ベンチャーとして、2004年（平成16年）4月1日

に独立した会社です。研磨という加工技術の分野では信用の厚

かった北辰光器の流れを汲みながらも、分光・分析に関わる光技

術の研究開発に主軸を置く会社として、有限会社HOCは誕生し

ました。

　モノを作れば売れるという時代は既に終わり、私自身が社会

人となった頃はずっと景気低迷の時期であったため、いかに緻密・

精密な製品を作り上げても、オーダーに対して忠実なモノづくり

をしているだけでは発展性がないと感じました。そこで、『モノ

づくり＝研究』という発想の転換。

　研究をキーワードにして開発する、ということは、そこには必

ず他者には真似のできない何かが生まれるはずであリ、その何

かこそがオンリーワン技術だとすれば、その技術をいかにPRし

て売るか、がポイントだと思いました。

　では、当社の誇れる技術とはなにか？　と自問自答したとき、

迷わず出した答えは『磨く』ということだったのです。

　光学的に使われ

るものは何でも磨

きたい、さまざまな

素材についていか

に磨くかを研究し、

光学素子の部品と

して使われるとこ

ろまで極めてみよ

う。『研磨』という

技術にこだわり、難

題であればあるほど、オーダーされたものは絶対にやりぬくとい

う意気込みで、『磨く』という技術のレベルアップを図り、研磨の

技術では絶対の自信を持つオンリーワン企業を目指そうと決め

たのです。

　しかし、自身に技術があっても売れるとは限らないのが、ビジ

ネスの社会です。そこで、ユーザー（依頼品）の要請に応えるべ

く仕事をするためには、使える資源や環境はしっかり活用しよう

と思ったのです。当社のキーワードである研究や、せっかくの先

端電子機器工業が多い京都という立地を考えたとき、自分ひと

りで完璧を目指すのではなく、共同・協働路線も重要だと思いま

した。単なる論文を書く研究開発どまりではなく、開発実用化の

できる企業となることを目標に進むのであれば、産学連携中心

の研究開発型企業を目指すベンチャーこそが私の目標であると、

進む方向性がはっきりしたのです。

　方向性を見出せば、あとは行動あるのみ。

　けいはんなベンチャーセンターで創業した11か月後の

2005年2月には、桂イノベーションパークを拠点にもつ京大桂

ベンチャープラザにも研究室を開設し、産学公連携事業のひと

つとして「新機能光ナノ構造デバイス」などの共同研究事業に

も積極的に参画しています。

　光分野というのは、太陽がある限り絶えることのない研究・開

発分野です。しかし進歩する分光・分析の世界で、ミクロン（μm）

はもちろんナノ（nm 1000分の1μ）単位での研磨精度を保て

るのも、職人達のたゆまざる技術チャレンジの賜物といえるでしょ

う。デジタルの究極は地道な職人の技、手で磨くというアナログ

が支えているということを忘れてはならないと思います。

　そしてそれらの歩みの中で当社が目指すのは、Have Open 

Collaboration の頭文字をとったHOC。青・緑・赤の3つの色

が一体となって透明な光を生み出すように、ひとりでは決して到

達できないような付加価値を生み出す共同研究を通して、光の

魔術師と呼ばれるHOCへと進化しつづけることなのです。
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Seminar on Early Stage of Manufacturing Enterprises

ものづくりベンチャー支援セミナー

今回は、ショット材と呼ばれる硬質な小球を投射装置で被加工部品に高速で衝突させる冷間加工法「ショットピーニン
グ」をコアコンピタンスとして、独創性、先進性を追及されている愛知県の東洋精鋼株式会社 代表取締役社長の渡邊吉
弘氏の講演をご紹介します。

ものづくりのエキスパートが続々と登場！

ものづくりベンチャー支援セミナー
ものづくりのエキスパートが続々と登場！

ものづくりベンチャー支援セミナー
ものづくりのエキスパートが続々と登場！

ものづくりベンチャー支援セミナー

ラウンドカットワイヤー開発の経緯 差別化戦略

新連携 

★講演内容の詳細はこちらです。

→ http://www.mtc.pref.kyoto.jp/kikaku/monosemi/index.html

　今年度も様々なテーマで開催していきます。ぜひ一度ものづくりのプロの言葉を聞いていただ
き、ものづくりの楽しさ、挑戦することの大切さを実感してください！

京都府中小企業技術センター
企画情報室 企画担当

【お問い合せ先】 TEL：075-315-9506　FAX：075-315-1551
E-mail：monosemi@mtc.pref.kyoto.jp

平成18年3月14日（火）当センター研修室、京都府ＮＰＯパートナーシップセンター（京丹後市）にて開催。
※京都デジタル疏水ネットワークを利用し、京都府ＮＰＯパートナーシップセンターにてライブ中継しました。

　親会社の宮崎精

鋼が鋼線の加工に必

要なショットブラスト

の機械とショット材

をドイツから導入し、

それらを日本で拡販

しようというところ

から東洋精鋼は生ま

れました。30年前

のことです。当時は、

ブラスト用のショット

材のみを作っていましたが、たまたま東京のばねメーカーがドイ

ツから輸入したカットワイヤー（ショット材）を使ってショットピー

ニングをしているという話を聞きつけ、興味を持ち、カットワイヤー

をラウンドにすることが必要になりそうだと考えました。

　そんな時、トヨタさんから、ショットピーニング用の硬くて丸い

ショット材を開発したいという話が飛び込み、共同開発が始まり

ました。そして平成元年に完成。ショットする部品の硬度が高ま

るにつれ、単価が高くても品質のよいショットへとニーズが変化

してきていましたので、これまで主流であった鋳鋼ショットからカッ

トワイヤーへの切り替えの提案を進めました。

 昨年には東洋精鋼の出荷量は１万トンを超え、その約７５パー

セントがラウンドカットワイヤーを含めたショットピーニング用途

として出荷されています。

　ラウンドカットワイヤーの開発をきっかけに、産学協同研究に

も力を入れるようになりました。研究データは拡販に利用すると

ともに、ショットピーニング国際会議等で発表しました。国際会

議で築いた人脈はビジネスに大変役立っています。また、人材育

成の面では、社員全員に「東洋精鋼らしさ」研修を実施し、社員

の価値判断のベクトルをそろえています。

　吉見製作所と一緒にやっていた形状記憶合金の「脳ベラ」の開

発が、昨年７月経済産業省の「新連携」案件として認定されました。

形状記憶合金の加工は非常に困難だと言われていましたが、吉見

さんが考え出した粉末燃焼合成法という精密鋳造法で実現しまし

た。現在この合金をショットピーニングで強度を高め、従来と同等

品となるよう研究を進めています。

　これからもショッ

トピーニング技術

を深く追求し、世

界一のピーニン

グカンパニーを

目指して挑戦して

いきたいと考え

ています。

テーマ：「この道一筋」の強さで世界一を目指す！

ショットピーニング加工状況

～金属素材の強度向上に貢献する「ショットピーニング」で自社のコアコンピタンスを鍛える～

18



Overview

業務紹介
～けいはんな分室から～

平成17年10月21日

平成17年11月17日

実 施 日  実 施 場 所 要 旨

（株）椿本チエイン京田辺工場 世界に冠たる製造技術の摺り合わせとしてのチェーン製造     

オムロン（株）京阪奈イノベーションセンタ
「センシング＆コントロール」を独自技術として進化し人と機械
のベストマッチング

平成18年 1 月31日 アタカ工業（株）環境研究所 有機性廃棄物の無希釈二相循環式メタン発酵処理技術の紹介

平成18年 2 月21日 奈良教育大学 「生物らしさを学んだ人工モーター」など

けいはんな技術交流会

技術相談対応

10/21：けいはんな技術交流会 10/21：講演後の京田辺工場見学

全体風景

3階入り口

　京都府中小企業技術センターでは、関西文化学術研究都市における研究成果を京

都産業へ展開することを目的として、平成13年4月に、けいはんなプラザ ラボ棟に

けいはんな分室を設置しました。平成17年5月からは、（財）京都

産業21けいはんな支所とともに、（株）けいはんなの事業化支援

部との協働を図り、ベンチャー企業の利便性向上を目指して、ラ

ボ棟3階にあるけいはんな新産業創出・交流センターフロアに移

転し、相互連携を図りながら、各種事業を展開しています。

　けいはんな分室の主な事業概要をご紹介します。

　商工部が新産業創出・育成を目的として設置している「けいはんなベンチャーセンター」に入居する企業やけいはんなプラザに入

居する企業並びに京都府南部地域にある中小企業を対象として、企業運営のアドバイス、事業コーディネート、事業の対外プロモー

ションや日々の技術開発支援を行います。（原則無料）

　けいはんな地区に立地する国及び大企業研究所の実用化にいたっていない埋もれる技術シーズを発掘し、府内中小企業の事業

発展につながる事業コーディネートを行うとともに、研究者と企業人の人的交流ネットワークの創出を行います。（有料参加）

　平成17年度は4回実施し、延べ136人の参加をいただきました。
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ショッピングセンター
押熊交差点

ならやま大通り

西大寺

近鉄奈良線
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京都府中小企業技術センター
けいはんな分室

【お問い合せ先】 TEL：0774-95-5027　FAX：0774-98-2202
E-mail：keihanna@mtc.pref.kyoto.jp

鉛フリーはんだ実験グループで判明した事例

－はんだ付けにおける品質評価例－

〈ランド剥離の例〉はんだ槽の温度が高いと基板ランドの

剥離が起こる場合が多いので注意が必要

交通アクセス図

同志社大学・けいはんな産学交流会

新技術開発

同志社大学・けいはんな産学交流会における

シーズ提供講演会後の交流会風景

　同志社大学京田辺校地における大学の先進技術及び人文学シーズを発掘紹介

すること及び企業人を交えて公開ディスカッションを実施することにより、府内企

業における新事業進出に対する足がかりとするとともに、大学研究者と企業人と

の人的ネットワーク形成を行います。（有料参加）

　平成17年度は「安心・安全な社会を実現するために」をテーマに、文学部から

工学部までの幅広い分野の先生方にシーズ提供いただきました。

　※　学研都市連携推進事業であるけいはんな技術交流会及び同志社大学・

けいはんな産学交流会は、平成18年度も4～6回程度実施する予定です。

　けいはんな分室が担う新技術開発・研究等は、京都リサーチパーク（京都市下

京区）にある京都府中小企業技術センターを拠点に実施しています。

　＜京都実装技術・信頼性研究会＞

　電子部品の実装、故障解析等に関する研究会。はんだ付けだけではなく、

生産技術、品質、信頼性、コスト、鉛フリー対策、PL法、ISO、人材教育の問題

など幅広く情報交換・駆込寺的機能の場を提供します。

　＜マグネシウム加工技術研究会＞

　21世紀の素材として用途の拡大が見込めるが、取扱方法や加工処理方法

が難しいマグネシウム合金を用いて、高齢化社会に対応した「安心、安全」を

実現する福祉用具、医療製品の試作に挑戦します。

　いずれの研究会も有料ですが、それぞれの業界の著名な講師を招いての

ミニ講演会、勉強会や実践的な共同実験や試作品づくりを行っています。

　所在地　　京都府相楽郡精華町光台1-7 けいはんなプラ  

　　　　　　ザラボ棟3階

　常駐スタッフは、2名です。それぞれの専門分野は、プリ

ント基板実装技術と機械加工分野です。2名のスタッフで

対応しますので、分室にお越しになる際は、予めご連絡を

いただけると幸いです。

＜公共交通機関＞

近鉄京都線新祝園駅・JR祝園駅から タクシー（約10分）又

はバス（約10分）

「ATR・けいはんなプラザ東」バス停下車すぐ

＜車＞

京奈和自動車道 精華学研IC下車、精華大通りを西へ1.8km
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Technical Information

技術情報

京都府中小企業技術センター
基盤技術室 機械設計・加工担当

【お問い合せ先】 TEL：075-315-8633　FAX：075-315-9497
E-mail：mit05@mtc.pref.kyoto.jp または kiban@mtc.pref.kyoto.jp

高性能化・高機能化
高精度化（積層ピッチを小さくする）
　以前のRP装置（光造形法や粉末結合法）の一般的な積層ピッ
チは、0.1mm程度でした。しかし今では、光造形方式の高性
能な大型装置で最小積層ピッチ0.025mmのものもあります。
積層ピッチを小さくす
ることで、積層段差が
小さくなり、より滑ら
かな形状を得ること
ができます。
　さらに、マイクロマ
シンやマイクロデバイ
スの研究・開発・試作
用に、最小積層ピッチ
0.005mm（5μm）
の装置もあります。〔写
真1参照〕
　これらは、装置本体
の技術革新だけではなく、使用する材料分野における様々な
研究・開発の成果でもあります。
高精度化（切削加工工程を加えた複合加工）
　順次積層を行う単純な工程だけではなく、積層工程途中に
切削工程を加えることで、より高精度な成形を目指す装置も
あります。
　例えば、厚さ50μmの金属粉末層にレーザを照射し金属粉
末を焼結する工程を10回程度繰り返し、切削可能な厚みになっ
たところで刃物による切削工程を加え、より高精度な形状（寸
法精度・表面粗さの向上）に整え、再度積層工程を繰り返す手
法を用いる装置などがあります。
高速化
　高速化の一例として、レーザのスキャニング（走査）速度の
高速化が挙げられます。
　当センターのRP装置（平成9年度購入）のスキャニング速
度〔2m/sec〕に対し、スキャニング速度〔22m/sec〕の高速
成形装置が出ています。
高機能化
　高機能化の一例と
して、薄く引き伸ばし
た材料パウダーにイ
ンクジェット方式で色
のついた接着剤を塗
布し、フルカラーで3
次元立体モデルを作
成する装置などがあ
ります。〔写真2参照〕

バリエーション
装置本体
　6,000万円以上する高性能な高価格装置がある一方、税
込み100万円台の安価な装置もあります。このように価格の

バリエーションは豊富で、性能面・機能面などで様々なタイプ
が市販されています。
手法・材料
　積層造形の手法を用いて最初に製品化されたものは、紫外
線を照射すると硬化する光硬化性樹脂を用いた光造形法で
した。しかしその後、様々な手法（粉末結合法［粉末焼結法・
粉末接着法］、樹脂押出し法、シート積層法、粒子堆積法［イン
クジェット法］など）や材料を用いた積層造形技術が開発され
てきており、今後も増えると予想されます。
　RPに用いる材料は、製品と同様の材料であるABS樹脂・ポ
リカーボネイト樹脂などや金型として直接使用できる金属材
料など、それぞれの積層造形手法に応じて開発・改良が行わ
れてきています。
　紫外線硬化樹脂においても、PP（ポリプロピレン）ライク、
ABSライク、ラバーライクなど様々な物性の樹脂が開発され
てきています。

簡易な取扱い
サポートの除去
　粉末結合法の場合、結合していない粉末を除去することで
サポート部分を除去できます。
　他の方式においても、融点の違うモデル材料とサポート材
料を使用して積層し、サポート部のみを溶融除去する手法を
用いる装置やアルカリ水溶液で溶解除去可能な材料を用い
てサポート部を作成し、造形後サポート部を除去する装置な
ど複雑な構造物でもサポート部の構造を意識せずに造形でき
る工夫が行われてきています。
材料の装着・交換
　使用する材料の装着・交換時、材料カートリッジ（ユニット式）
を装着・交換すると、あとは材料が自動供給されるなど、取扱
いがより簡易になる工夫が行われてきています。
その他の工夫
　例えば粉末焼結法の場合、積層作業時の粉じん爆発を防ぐ
ため、窒素ガスを充てんする（作業領域の酸素濃度を下げる）
必要があります。そのため従来は、液体窒素ボンベを用いて
いましたが、空気中に約80％存在する窒素ガスを空気中から
取り込む装置をRP本体に附属させているタイプもあります。

おわりに
　ラピッドプロトタイピング技術は、『1980年：小玉秀男氏（出
願当時は名古屋市工業研究所、現在は快友国際特許事務所）
による光造形に関する世界で初めての特許出願（立体図形作
成装置）』、『1988年：光造形装置国産1号機（SOUP）の発売』
など歴史の比較的浅い技術であり、今後ますます新たな技術
的展開・技術革新が行われ、『より高性能・高機能に』、『より使
いやすく実用的に』、『より多くのバリエーションによる、より
多くの分野での活用』が図られるものと思われます。
　しかし、RP装置を活用する際は、RP各方式が持つ様々な
長所や短所を総合的に判断・考慮する必要があります。

　※参考資料：RPメーカ各社のホームページ・カタログ及び丸谷洋二ほ
か著「積層造形資料集」など

府内主要業界の景気動向について
（平成18年1月～3月）

府内主要業界の景気動向について
（平成18年1月～3月）　3次元CADを用いて短時間かつ比較的ローコストに立体形状を作成する積層造形の手法（3次元CADで作成した3次元立体モ

デルを薄くスライスしたデータに分割し、このデータを元に作成した2次元断面の平板を順次積み上げ3次元立体モデルを作成する
手法）を用いたRP装置が認知され、試作段階等で広く利用されるようになってきています。そこで、RP装置の技術動向の一端をご
紹介します。

写真１　マイクロ光造形装置で作成
　　  された立体格子パターン

写真2　フルカラー3次元立体モデル
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京都の経済

　当センターでは、このほど平成18年1月～3月における府内主要業界景気動向の調査結果を取りまとめました。調査
時点は3月末で、主要業界について業界団体及び複数の企業ヒアリング結果を要約したものです。

京都府中小企業技術センター
企画情報室 情報・調査担当

【お問い合せ先】 TEL：075-315-9506　FAX：075-315-1551
E-mail：joho@mtc.pref.kyoto.jp

府内主要業界の景気動向について
（平成18年1月～3月）

府内主要業界の景気動向について
（平成18年1月～3月）

府内主要業界の景気動向について
（平成18年1月～3月）

～回復に向けての動きが広がってきている～

概 況

印 刷

京仏壇･京仏具

電 子 部 品

観 光

情報サービス

建 設

惣（そう）菜
京 　 菓 　 子

丹 後 織 物

和 装 品

洋 装 品

銑 鉄 鋳 物
一 般 機 械・
産 業 用 機 械

輸 送 用 機 械
精 密 機 械

百 貨 店

ス ー パ ー
商業施設・商店街

1月～3月の府内主要業界の景気は、繊維染色が依然として厳しい状況が続き、好調だった観光に若干の一
服感がありますが、電子部品、機械金属、情報サービス等の多くの業種が好調に推移しており、原油等素材・
燃料価格の高騰などの懸念材料はあるものの、全体としては、回復に向けての動きが広がってきています。

惣（そう）菜の売上は前年並を確保し、堅調に推移しています。
京菓子は、需要の減少傾向が続き、売上も年々下がってきています。

丹後織物は、全般的に低調に推移しています。今年に入って中国生糸価格が一段と高騰し、原油価格の高騰の
影響も加わって、さらに厳しい状況となっています。
和装品では、西陣帯地は依然として低調で、金襴も緩やかながら引き続き縮小しています。室町問屋でも、消
費者の購買意欲は依然として弱く、全般的に低調であり、糸価等の高騰による生地価格の値上がりがさらに採
算面を厳しくしています。小幅友禅も、小口注文が中心で、厳しい経営環境が続いています。
洋装品では、西陣のネクタイは、需要低迷や輸入品との価格競争等により、減少が続いています。婦人服地は、
依然として厳しい状況にありますが、記録的な寒波の影響で、年末から年初にかけて冬物衣料が好調となりま
した。春夏物にも動きがみられ、今後の展開が期待されます。

景気回復傾向を受けて需要が伸びており、出荷額では前年を上回る状況で推移しています。　

消費不況の影響や、輸入品等との競合により、苦戦が続いています。

携帯電話、パソコン、デジタル家電など主な電子機器の生産が活況を呈しており、電子部品関係の生産・出荷
状況は好調です。

銑鉄鋳物は、工作機械関係を扱う企業は好調を持続しており、他の企業も一定の仕事量を確保しています。
産業用機械では、半導体製造装置は回復傾向にあり、ディスプレイ製造装置は好調だった前年をやや下回っ
ています。金型はデジタル家電・電子部品関連を扱う企業や自動車関連等を扱う企業で好調を持続していま
す。繊維機械も産業用繊維資材製造・加工設備を製造している企業では、主に大企業からの受注が増加して
おり、好調を持続しています。
輸送用機械は、自動車関連、特殊車両関連ともに引き続き増加傾向を示しています。
精密機械は、自動車関連、環境関連、医療関連の計測、分析、検査機器等を中心に、全般的に好調を持続して
います。

百貨店は、1月は初売りやクリアランスセールが好調でしたが、後半は寒波や降雪により苦戦しました。2月以
降は、春物衣料に動きがあり、化粧品、食料品も好調で前年を上回ってきています。
スーパーは、百貨店と同様に1月後半は苦戦しましたが、2月は春物衣料に動きがあり、持ち直しました。
商業施設、商店街でも、2月に持ち直してきたところが多くなっています。

京都市内主要ホテルの客室稼働率は、厳しい寒さや大河ドラマ効果の反動などにより高水準だった前年を下
回りました。丹後地域の観光客数は、大雪、寒波の影響等で前年を下回りました。

国内景気の力強さと企業収益の拡大基調を背景に、需要は高い水準にあり、商談数、実際の受注数とも良好
に推移しています。

公共工事で災害復旧関連工事の影響による下支え効果が持続していますが、同工事が一段落したことによ
る反動等から今後は厳しい状況になると予測されます。民間建設工事では回復への動きはまだ弱いですが、
住宅関連を中心に扱う工務店などでは回復してきているものと思われます。
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※詳細は、http://www.mtc.pref.kyoto.jp/keikyo/2006/1-3/gaikyo.html/に掲載しています。

きんらん
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